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キクセラ目（接合菌門・接合菌綱・真菌門）は 1 科 9 属 26 種から

なる菌群で、主に土壌や糞から分離される腐生菌である。このうち、

ブラシカビ属（Coemans ia）は本目の代表的な属であり、最も種数が

多い。

今回、白根火山域の菌類相調査の一環として同山域に生息するキク

セラ目菌を調査したので、その結果をここに報告する。

材料と方法

白根火山域の様々な地点から、土壌試料（試料数： 9）を 1999 年 7

月に、糞試料（試料数： 3）を 2000 年 9 月・ 10 月に採取した（表 1，

2）。土壌試料は 10%ニンジン寒天培地を用いた土壌平板法（Warcup

1950）で、糞試料は湿室分離法（宇田川  1978）で処理した。これら

を室温で 1 ヶ月間培養し、そこから出現したキクセラ目菌を分離・同

定した。

表 1　供試した土壌試料 表 2　供試した糞試料

採取地 標高 (m) 植生 糞の種類 採集地 標高 (m) 植生

コマクサ火口原 2 ,11 0 ハイマツ群落 節足動物
湯釜 　

南斜面
2 ,01 0 火山荒原

コマクサ火口原 2 ,11 0 火山荒原 節足動物
湯釜 　

南斜面 2 ,01 0 火山荒原

鏡池火口内
南西斜面 2 ,07 0 ダケカンバ林 ノウサギ

三日月
火口北 2 ,00 0

チシマザサ
群落



鏡池北西 2 ,06 0 ハイマツ群落

＊地点名は下谷（ 1985）に従った。

逢ノ峯東斜面 2 ,03 5 シラビソ疎林

湯釜南斜面 2 ,04 0 火山荒原

ロープウェイ
山麓駅西

1 ,58 0 チシマザサ群落

万代坑沢源頭 1 ,53 0 針広混交林

万代坑沢源頭
尾根上

1 ,55 4 尾根上疎林

次頁の説明：  図１  ブラシカビ属の
一種（ C oemans ia acicul i f era） .  1 .  胞

子嚢柄の概観 .  Wi thout  scal e.   2 .  小
胞子 嚢離 脱後 のス ポロ クラ ディ ア .

B ar =  10μｍ .   3 .  小胞子嚢中の胞子

嚢胞子 .  B ar =  5μｍ .

結果及び考察

ブラシカビ属の一種、C. aciculifera  Linder 1943（図 1）のみが山麓

駅西の土壌から出現した。本種は日本で普通に見られるキクセラ目菌

であり、北海道から鹿児島まで、また海岸から亜高山まで、日本の広

範囲かつ様々な森林の土壌から分離されている（三浦  1978; 栗原・

徳増  未発表）。

今回は少数の試料のみに基づき調査を行なったが、白根火山域のキ

クセラ目菌相の全貌を明らかにするためには、今後調査地点・試料数

を増やし、さらに調査を継続する必要があると考える。
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